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宮
城
村
ふ
る
さ
と
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
通
称
「
赤
城
南
麓
交
流
村
」
が
誕
生

農
村
地
域
の
自
然
や
景
観
、
歴
史
、
暮
ら
し
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
交
流
・
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
元
気
に
輝
く
地
域
づ
く
り
を
行
う
宮
城
村
型
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

　

六
月
二
十
二
日
（
火
）、
宮
城
村

商
工
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
宮

城
村
ふ
る
さ
と
地
域
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
宮
城
村
ふ
る
さ
と
地
域
づ
く

り
推
進
協
議
会
は
、
村
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

宮
城
村
の
美
し
い
景
観
の
形
成
、

歴
史
・
伝
統
文
化
の
再
生
、
地
域
特

産
物
づ
く
り
な
ど
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
、
そ
れ
を
都
市
住
民
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
を

図
り
、
さ
ら
に
は
、
交
流
の
促
進
を

通
じ
て
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
成
し
、

元
気
あ
る
地
域
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

設
立
総
会
で
は
、
協
議
会
の
規
約

が
承
認
さ
れ
、
続
い
て
次
の
役
員
の

方
が
選
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会　

長　

櫻　

井　

敏　

道　

氏

　

副
会
長　

阿
久
澤　

徳　

男　

氏

　

副
会
長　

小　

堀　

長　

夫　

氏

　

監　

事　

細　

井　
　

正　
　

氏

　

監　

事　

石　

原　

芳　

子　

氏

　

協
議
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
た
櫻

井
敏
道
村
長
は
、「
十
二
月
五
日
に

前
橋
市
に
合
併
と
な
り
我
が
宮
城
村

は
消
滅
し
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
宮
城

は
永
遠
に
存
続
す
る
も
の
で
あ
り
、

合
併
す
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
住
民
一

人
一
人
が
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
あ
っ
て
、
み
な
さ
ん
と
共
に

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。」
と
就
任
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
会
は
桜
井
会
長
が
議

長
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
平
成
十
六

年
度
事
業
計
画
、
平
成
十
六
年
度
予

算
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画

と
予
算
に
つ

い
て
の
詳
細

は
、
次
頁
で

ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ

の
協
議
会
を

村
内
・
村
外

の
多
く
の
方

に
親
し
ん
で

も
ら
い
た
い

こ
と
か
ら
、

協
議
会
の

通
称
を
「
赤

城
南
麓
交
流

村
」
と
し
、

今
後
様
々
な

取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く

こ
と
が
決
定

い
た
し
ま
し

た
。

総会で役員に選出され、あいさつをする桜井会長、阿久澤副会長、小堀副会長
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平
成
十
六
年
度

事
業
計
画

　

赤
城
南
麓
交
流
村
の
平
成
十
六
年

度
事
業
方
針
は
、
農
村
景
観
、
自
然

環
境
、
歴
史
・
伝
統
文
化
、
地
域
特

産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

よ
り
、魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
進
め
、

地
域
住
民
そ
し
て
村
外
の
人
々
と
の

交
流
を
つ
う
じ
て
地
域
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
は
十
二
月
の
前
橋

市
と
の
合
併
を
控
え
る
中
で
、
合
併

後
も
宮
城
ら
し
さ
を
持
っ
た
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
宮
城
型
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
啓
発

活
動
を
進
め
な
が
ら
次
の
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

一
．
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

　

事
業

　

⑴
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
啓
発

　
　

事
業
の
実
施

　

・
研
修
会
や
先
進
地
視
察
研
修
等

　
　

を
実
施
し
普
及
啓
発
を
行
い
ま

　
　

す
。

　

⑵
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践

　
　

事
業
の
実
施

　

・
会
員
が
実
施
す
る
グ
リ
ー
ン
・

　
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
へ
の
支
援
を

　
　

行
い
ま
す
。

　

・
村
内
の
関
係
機
関
、
団
体
と
連

　
　

携
し
た
都
市
農
村
交
流
事
業
の

　
　

実
施

　

・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
グ
リ
ー

　
　

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
拡
大
事
業
の

　
　

実
施

　

①
農
業
・
農
村
資
源
を
活
か
し
た

　
　

交
流
体
験

　
　

＊
体
験
農
園
、
観
光
農
園
な
ど

　
　
　

で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

　
　
　

進

　
　

＊
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産

　
　
　

品
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

　
　
　

進

　
　

＊
農
産
物
直
売
所
や
地
元
の
食

　
　
　

材
を
利
用
し
た
郷
土
料
理
な

　
　
　

ど
の
食
体
験
プ
ル
ラ
ム
の
推

　
　
　

進

　

②
農
村
を
舞
台
と
し
た
生
涯
学
習

　
　

の
推
進

　
　

＊
教
育
的
効
果
の
増
進
を
図
る

　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

　
　

＊
ス
ポ
ー
ツ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　

の
推
進

　
　

＊
歴
史
・
文
化
資
産
を
活
用
し

　
　
　

た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

③
花
を
楽
し
む
フ
ラ
ワ
ー
・
ツ
ー

　
　

リ
ズ
ム
の
推
進

二
．
情
報
発
信
事
業

　

⑴
情
報
誌
に
よ
る
地
域
情
報
発
信

　
　

の
実
施

　

・
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

　
　

観
光
等
を
紹
介
す
る
総
合
情
報

　
　

誌
を
村
外
向
け
と
し
て
発
行

　

・
村
内
向
け
普
及
啓
発
活
動
と
し

　
　

て
協
議
会
だ
よ
り
の
発
行

平
成
十
六
年
度

予

算

　

赤
城
南
麓
交
流
村
の
平
成
十
六

年
度
歳
入
歳
出
予
算
は
、
総
額
で

三
百
七
十
万
円
で
そ
の
内
訳
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】

　

村
か
ら
の
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　

三
百
七
十
万
円

【
歳
出
】

　

一
．
協
議
会
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
五
万
円

　

二
．
事
業
推
進
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
百
万
円

　

三
．
情
報
発
信
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
十
五
万
円

「赤城南麓交流村」では     

       会員を募集中です！

　赤城南麓交流村（宮城村ふるさと地域づくり推進協議会）では、ただ今
会員を募集しております。
　個人でも団体でも、村民の方、村内の団体、そして、会長が許可する方
であればどなたでも入会することができます。
　入会を希望する個人・団体の代表者の方は、所定の申出書を提出する必
要がありますので、赤城南麓交流村事務局までご連絡ください。

◆赤城南麓交流村で宮城を、地域を、楽しみましょう！
赤城南麓交流村事務局（宮城村役場商工観光課）
電話　027-283-2131　ＦＡＸ　027-283-2358

　

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
地
域
情

　
　

報
発
信

　

・
地
域
の
様
々
な
情
報
を
、
ホ
ー

　
　

ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
ま
す
。

（財）育心会による田植え体験
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足
立
区
民
約
四
〇
〇
人
が
来
村

足
立
区
民
約
四
〇
〇
人
が
来
村

赤
城
南
面
千
本
桜
ま
つ
り

赤
城
南
面
千
本
桜
ま
つ
り

　

四
月
十
一
日
（
日
）、
赤
城
南
面

千
本
桜
ま
つ
り
に
は
、
満
開
の
桜
を

楽
し
も
う
と
約
二
万
人
の
観
桜
客
が

訪
れ
、
四
月
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
桜

ま
つ
り
の
期
間
中
一
番
の
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。

　

午
後
十
二
時
、
交
通
渋
滞
で
予
定

の
時
間
よ
り
一
時
間
遅
く
、
千
本
桜

の
隣
り
の
赤
城
高
原
牧
場
ク
ロ
ー
ネ

ン
ベ
ル
ク
駐
車
場
に
観
光
バ
ス
八
台

が
到
着
し
ま
し
た
。

　

こ
の
観
光
バ
ス
は
、
足
立
区
に

避
難
し
て
い
る
三
宅
島
の
被
災
者
の

方
々
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

N
PO

足
立
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
が
企
画

し
た
千
本
桜
お
花
見
ツ
ア
ー
で
、
北

千
住
駅
か
ら
電
車
と
バ
ス
で
宮
城
村

ま
で
や
っ
て
き
た
東
京
都
足
立
区
民

約
四
百
名
の
方
々
で
す
。

　

東
京
都
足
立
区
と
宮
城
村
は
、「
宮

城
」
と
い
う
同
じ
地
名
が
縁
で
、
宮

城
村
立
宮
城
小
学
校
と
足
立
区
立
宮

城
小
学
校
が
姉
妹
校
と
し
て
交
流
が

は
じ
ま
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
森
や
足
立

凧
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
な
ど
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て

お
り
、
今
回
、
そ
う
し
た
交
流
の
中

か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

十
一
日
（
日
）
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

宮
城
村
か
ら
郷
土
芸
能
と
し
て
「
上

州
宮
城
和
太
鼓
桜
吹
雪
」
の
演
奏
と

「
み
や
ぎ
桜
乃
舞
」
に
よ
る
よ
さ
こ

い
踊
り
、
そ
し
て
、
華
八
木
会
に
よ

る
八
木
節
、
だ
ん
べ
え
愛
好
会
に
よ

る
だ
ん
べ
え
踊
り
が
、
そ
し
て
、
足

立
区
か
ら
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の

白
木
ゆ
う
子
さ
ん
に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ

シ
ャ
ン
ソ
ン
と
足
立
区
出
身
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
安
藤
秀

樹
とw

ith friends

に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ラ
イ
ブ
で
桜
並
木
の
特
設
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
お
楽
し
み
と

し
て
、
宮
城
村
産
の
野
菜
で
仕
込
ん

だ
豚
汁
、
そ
し
て
山
菜
お
こ
わ
、
舞

茸
ご
飯
、
マ
ス
の
塩
焼
き
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
足
立
区
と

の
交
流
の
他
に
、
三
宅
島
被
災
者
へ

の
支
援
と
言
う
こ
と
で
、
村
内
の
多

く
の
皆
様
と
観
桜
客
か
ら
の
ご
協
力

に
よ
り
七
十
八
万
五
千
四
百
八
十
九

円
も
の
義
援
金
が
集
ま
り
、
五
月

十
五
日
、
小
堀
長
夫
桜
ま
つ
り
実
行

委
員
長
か
ら
杉
山
足
立
三
宅
会
会
長

代
理
に
義
援
金
が
直
接
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
杉
山
足
立
三
宅
会
会
長
代
理

か
ら
「
千
本
桜
の
桜
の
苗
と
足
立
の

桜
の
苗
を
三
宅
島
に
植
え
ま
し
た
。

わ
ず
か
二
本
の
桜
で
す
が
、
復
興
の

際
に
は
ぜ
ひ
三
宅
島
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。」
と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
三
宅
島
の
方
々
と
の
交
流
が
芽

生
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
足
立
区
民
お
花
見
ツ
ア
ー

は
、
わ
ず
か
三
時
間
の
短
い
交
流
で

し
た
が
、
参
加
し
た
方
々
は
満
開
の

千
本
桜
に
大
満
足
で
、「
来
年
も
千

本
桜
に
行
き
た
い
」
と
い
う
声
が
早

く
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
足
立
区
と
の

交
流
を
大
事
に
育
て
て
行
き
た
い
も

の
で
す
。

義援金を手渡す小堀実行委員長

　
大
分
県
と
言
え
ば
「
一
村
一
品
」
運
動
が
有
名
で

す
が
、
そ
の
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
大
山

町
農
業
協
同
組
合
で
す
。
そ
の
大
山
町
農
協
で
は
、

地
場
で
収
穫
さ
れ
た
、
安
全
で
健
康
な
農
産
物
を

使
っ
て
、
農
家
も
て
な
し
料
理
バ
イ
キ
ン
グ
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
農
園
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園
と
は
、
バ
イ
キ
ン
グ

方
式
の
レ

ス
ト
ラ
ン

の
こ
と
で

す
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン

と
言
っ
て

も
特
別
な

料
理
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
お
祝
い
事
な
ど

の
時
に
大
山
町
の
ど
の
家
庭
で
も
作
っ
て
い
た
料
理

（
季
節
の
煮
物
料
理
や
山
菜
料
理
、
麺
類
、
揚
げ
物
、

漬
け
物
、な
ど
）を
も
と
に
１
０
０
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー

を
つ
く
り
、
そ
の
内
50
〜
60
種
類
の
料
理
が
毎
日
バ

イ
キ
ン
グ
方
式
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
料
理
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
農

家
の
奥
さ
ん
方
で
、
交
代
で
調
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
山
町
と
福
岡
市
内
の
２
店
舗
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
店
も
大
好
評
で
特
に
女
性

に
大
人
気
で
、
ま
だ
ま
だ
店
舗
を
増
や
し
て
い
く
計

画
だ
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
が
お
じ
ゃ
ま
し
た
平
日
の
昼
食
時
も
、
す

ぐ
に
満
席
と
な
り
お
店
の
入
り
口
で
は
順
番
を
待
つ

お
客
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
、
世
界

中
で
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
が
注

目
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
と
あ
わ
せ

て
食
育
運
動
が
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
宮
城
村

で
も
素
朴
な
手
作
り
料
理
に
注
目
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　
大
分
県
大
山
町
農
業
協
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.oyam

a-nk.com
/

農
家
も
て
な
し
料
理
バ
イ
キ
ン
グ

大
分
県
大
山
町
農
協　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
園

特集
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地域の情報を発信する「赤城南麓交流村ホームページ」

http://www.hurusato-miyagi.jp
あなたからの情報をお待ちしております！！

　赤城南麓交流村では、地域の様々な情報を発信す
るホームページを開設しています。
　このホームページは宮城地域内の様々な情報を日
記形式で紹介しているもので、その時々の宮城なら
ではの情報を掲載しております。
　これまでホームページに掲載した情報は、桜情報
として赤城南面千本桜、満開の苗ヶ島金剛寺のシダ
レザクラや鼻毛石集会所の桜、そして、赤城温泉郷
付近のヤマザクラのほか、梨の花やホタルなどその
時期でしか見ることのできない自然や宮城からの夕
焼などの景色、また、特産品情報、イベント情報な
どまさしく宮城の魅力を発信しています。
　そこで、地域でのイベントはもちろんのこと、“ぜ

ひ多くの方に紹介したい” というものがありました
ら事務局までご連絡いただければ取材に伺います。
また、ご自身のデジタルカメラで撮影したものでも
結構ですので、気軽に事務局までお問い合わせくだ
さい。
　宮城の良さをホームページを使ってどんどん発信
していきたいと考えていますので、皆様からの情報
をお待ちしております。

　赤城南麓交流村ホームページのアドレスは
http://www.hurusato-miyagi.jp です。
　ぜひご覧ください。

交
流
村
ト
ピ
ッ
ク
ス

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ま
つ
り

　

六
月
二
十
七
日
（
日
）、
群
馬
国

蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
会
主
催
で
、
第

三
回
み
や
ぎ
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ま
つ
り

が
、
運
動
公
園
荒
砥
川
沿
い
に
あ
る

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
飼
育
ハ
ウ
ス
前
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
里
山
に
生
息
し

て
い
る
蝶
々
で
、
昭
和
四
十
八
年
に

発
刊
さ
れ
た
村
誌
に
も
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
が
屋
敷
林
に
生
息
し
て
い
る
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
残
念
な

が
ら
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
つ
り
で
は
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

が
森
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
放
蝶
な
ど
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
長
野
県
青
木
村
の
子
ど
も
た

ち
も
特
別
参
加
し
、
ど
ん
ぐ
り
の
森

で
自
然
観
察
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

荒
砥
川
ふ
れ
あ
い
遊
歩
道

　

五
月
二
十
二
日
（
日
）、
荒
砥
川

沿
い
に
整
備
中
だ
っ
た
遊
歩
道
が
お

披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
遊
歩
道
は
、
ぐ
ん
ま
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
、
総
合
運
動
公
園
、
ど

ん
ぐ
り
の
森
を
つ
な
ぐ
遊
歩
道
で
、

総
合
運
動
公
園
と
ど
ん
ぐ
り
の
森
の

区
間
が
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
約
二
十
名
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
、
遊
歩
道
沿
い
の
池
に
メ

ダ
カ
と
タ
ナ
ゴ
の
放
流
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
荒
砥
川
沿
い
の
自
然
を
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

田
植
え
体
験

　

六
月
十
九
日
（
土
）、二
十
日
（
日
）

に
、（
財
）
育
心
会
に
よ
る
田
植
え

体
験
が
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
で
、
の
べ
七
十
人
を
超
え

る
参
加
者
に
よ
り
、
約
三
反
半
の
田

に
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
疲
れ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
」「
お
米
に
対
す
る
意

識
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。

　

育
心
会
は
、
米
作
り
と
交
流
を
通

じ
て
、
農
業
や
食
糧
問
題
、
食
の
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集

後
記

▼
宮
城
村
ふ
る
さ
と
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、「
赤

城
南
麓
交
流
村
だ
よ
り
」
を
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
▼

「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で
す

ね
。
そ
の
意
味
は
、
農
村
を
楽
し

む
余
暇
活
動
な
ど
と
言
わ
れ
て
ま

す
が
、
今
ひ
と
つ
ピ
ン
と
こ
な
い

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

▼
農
村
と
言
う
と
不
便
な
所
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
都
会
に

比
べ
れ
ば
不
便
な
所
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
は
事
実
で
す
ね
。
で
も
、

都
会
に
は
な
い
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
▼
そ
ん
な
所
を
発
見
し
皆
さ

ん
と
共
有
し
て
い
き
た
い
、
そ
れ

が
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
事
務
局

みんなでどんぐりの森を自然観察

参加者でメダカを放流


